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安全運転を

お願いします

夏の交通事故防1L県民運動期間

中の７月2911，町交通対策協議会

では、宮峨県との県塊の国道にお

いて、テント紂作戦を尖施し、遒

行くドライバーに安全運転を呼び

かけ ました。



私
た
ち
の
工
夫
と
心
が
け
で

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を

年
々
増
え
続
け
る
ご
み
…
……
生
活
の
豊
か
さ
を
表
わ
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
な
ど
と
言

っ
て
は
い
ら
れ
な
い
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

大
量
消
費
に
伴
っ
て
発
生
す
る
ご
み
は
。
今
や
深
刻
な
環
境
問
題
へ
と
発
展
し
て

い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
向
け
て
、
様
々
な
行
政
施
策
が
講
じ
ら
れ
、
ま
た
腐

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
開
発
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ご
み
の
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
を
生

き
る
私
た
ち
に
諜
せ
ら
れ
た
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆さんの案庭 から出されるごみは定 期的に 収気さ れます

ごみ収集量の推移

ご
み
の
処
理
に
は

彫
大
な
費
用
が

五
千

三

百
四

十
七
万

円

。
こ
の

数

字

は
、
平
成

六
年

度

に
国
見

町

が
ご

み
処

理
の

た
め

に
予
定

し
て

い
る

お

金
で
す

。

内

訳
は

。

。
般
廃

豪
物

粗
大

ご
み

収
集
業

挌
委

託
料

が
千

八
百
六

十
万

円

、
伊

達
地
方

衛
生

処
理

組
合

負
担

金

か

。。
1
‐
1千
四

’口
八
十

七
万

円

（
ご
み

焼
却

施

設
建
設

費
負

担
金

不

七
万
三

不

円
合

む
）
で

す

。

こ
れ
４
し

口

当

た
り
に
換

算
す

る

と
約

卜
四

万
六
千

五

百
川
‥
。
町
氏

一

人
当

た
り
で

は
午

川
約

円
千

五
百
川

に
な

り
ま
す

。

増
え
続
け
る
ご
み

私
た
ち
の
晦
日
の
生
活
か
ら
一
体

ど
れ
く
ら
い
の
ご
み
か
出
る
で
し
ょ

う
か
。

ご
み
に
は
。
私
た
ち
の
生
活
か
ら

出
さ
れ
る
家
庭
ご
み
と
、
工
場
、
商

店
、
飲
食
店
等
の
事
業
所
か
ら
出
さ

れ
る
営
業
ご
み
と
か
あ
り
ま
す
。

罘
成
衽
年
度
の
国
見
町
が
委
・
託
収

集
し
て
い
る
家
庭
ご
み
の
皷
は
、
可

燃
ご
み
が
千
八
白
八
十
一
．ｔ

、
不
燃

ご
み
が
四
百
六
ｔ

。
粗
大

ご
み
か
六

十
六
ｔ
の
合
計
二
珊
三
百
五
卜
四
ｔ

で
、
十
年
前
の
約
一
一
五
倍
に
も
の

ぽ
Ｉ。
て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）

豕
成
五
年
度
の
ご
み
の
最
は
、

。

Ｈ
平
均
で
約
六
・
四
五
ｔ

。
町
民
一

人
当
た
り
の
年
間
の
ゴ
ミ
の
暈
は
、

約
二
百
㎏
に
も
な
り
ま
す
。

負
担
金
は

ご
み
の
量
に
応
じ
て

ご
み
処
理
の
た
め
に
伊
達
地
方
衛

生
処
理
組
合
へ
納
人
す
る
負
担
金
は
、

平
等
割
と
ご
み
の
収
集
実
績
割
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
、
平
成
四
年
度
か
ら

収
集
実
績
割
は
、
負
担
金
の
九
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

収
集
実
績
割
と
は
、
ご
み
の
址
に

応
じ
て
負
担
金
を
定
め
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
ご
み
の
量
が
減
れ
ば
、
負
担

金
も
少
な
く
て
済
む
の
で
す
。

町
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て

豊
か
き
だ
け
が
、
私
た
ち
の
生
活

に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
の
周
り
か
住
み
よ

い

環
境
で
あ
る
こ
と
。
住
み
よ

い
地
城

で
あ
る
こ
と
か
爪
要
で
す
。

住
み
よ

い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く

の
は
。
行
政
の
役
割
で
も
あ
り
、
町

民
一
人
一
人
の
務
め
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
の
工
夫
と
心
が

け
で
、
ご
み
問
題
を
解
決
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。



ごみの減量化のために

こんな事業を行っています

◆ 資源回収団体報奨金交付事業

資源（空ピン、アルミ缶、古紙等）を同収した団体に

対し、ごみの量lkg 肖たり５円 を交付しています。

◆生ご み処 理容器設置費補助事業

家庭から生じ る台所生ごみの減量化を図 るため。生ご

み処理容器（コンポ スター）を設置する方に対し、購入

費の半額を補助しています。

0 】 9 氈　 補助額 2.7  開円　0 23　 補助額3,150 円

コンポスターは町で準備します。

・ 問い合わせ

国兄町役場保健課傑健衛生係 谷 85-  21n　 内線141

ふ

る
さ
と
の
川
を
美
し

く

町
内
一
円
を
ク
リ
ー
ン

ー
ア
ッ
プ

７
成
六
年
度
の
河
川
ク
リ
ー
ン

ー

ア
ッ
プ
作
職
か
、
七
月
三
日
の
早
朝

か
ら
町
内

。
円
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

（
石
母
田
地
域
で
は
、
六
月
二
十
六

日
に
実
施
）

各
町
内
会
ご
と
に
。
町
内
を
流
れ

る
沌
川
、
普
蔵
川
、
ｔ

沢
川
を
は
じ

め
、
巾
小
河
川
な
ど
に
檎
て
ら
れ
た

空
き
缶
、
紙
屑
、
廃
材
等
の
ご
み
の

回
収
、
流
木
の
除
去
、
堤
防
等
の
雑

木
、
雑
嶇
の
刈
り
払
い
等
の
作
業
か

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
。
路
肩
の
維
叺
の
刈
り
払
い

や
、
道
路
の
側
溝
の
清
掃
も
行
わ
れ
、

町
内
の
河
川
や
道
路
は
。
見
違
え
る

よ
う
に
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン

ー
ア

ヴ
プ
作
戦
に
よ
・

て
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
町
土
木
建

設
業
協
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
。

処
理
場
ま
で
運
搬
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
。
集
め
ら
れ
た
ご
み
の
皿
は
、

燃
え
る
ご
み
か
六
・
二
四
ブ
、
燃
え

な
い
ご
み
か
工
・
〇
六
ブ
の
合
計
十

。
・
三
〇
ブ
に
も
の
ぽ
り
、
昨
年
に

比
較
し
て
、
一
。・
九
ノ
の
増
に
な
り

ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン

ー
ア

ノ
プ
作
戦
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

御
苦
労
様
で
し
た
。

早朝 からクリーン・アップ作覗 が膕 躙される

川底の維蕈の除去 も行われまし た

河川の法面 の草刈りが行われる

「

ご
み

を

捨
て

な

い
で

」

県
北
中
で
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

国遭 のご みを拾う蔡北中生徒の蒭さん

県
北
巾
学
校
（
斎
藤
一
哉
校
長
）

の
生
徒
会
で
は
、
例
年

『
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｀
を
実
施
し
て

い
ま

す
。
今
年
は
、
七
月
五
日
、
期
末
テ

ス
ト
終
ｒ

後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

卜々
乙
リ

ー
ン
キ

ャ
ン

ベ
ー
ン

‘
は
、

た
だ

ご
み
を
拾

う

だ
け
で

な
く

、
ご

み

を
拾
う

こ

と
に
よ

っ
て
ｔ

徒

の
皆

さ

ん
に

、

い
か

に

ご
み
か
多

い
か

を

詔

識
し
て

も

ら
う
と
同

時

に
、

ご
み

を
拾

て
て

は

い
け
な

い
と

い
う

こ
と

を
自

覚
し

て
も

ら

い
。
そ
し

て

、
町

の

人

た
ち

に
も

ご
み

を
播

て
て

は
い

け

な

い
と
い
う

こ
と

を
呼

び
か

け
る

行

事
で
す

。

全
校
生

徒

は
校
舎
正

面
玄

関
前

で

開
会

式
を

行

っ
た
後

、
そ

れ
ぞ

れ
の

分
担

場
所

の
ご
み

拾

い
や
ト

イ

レ
掃

除

、
カ

ー
ブ
ミ

ラ

ー
磨
き

を
行

い
ま

し

た
。

町
内

八
ヵ
所

に
集

め
ら

れ

た
ご
み

は

、
ラ
イ

オ

ン
ズ
ク
ラ

ブ

の
皆
さ

ん

か

、
処
理

場
ま

で
運

搬
し

ま
し

た
。



平
成
六
年
度
国
民
健
康
保
険

国
保
税
率
を
改
正

私
た
ち
に
と
っ
て
、
健
康
で
明
る
く
生
活
で
き
る
こ
と
は
何
よ
り

も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
な
ん
ど
き
病
気
に
か
か
っ
た

り
、
思
わ
ぬ
け
が
を
し
な
い
と
も
隰
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
医
療
費
を
全
額
自
分
で
負
担
す
る
の
で
は
、

生
計
が
心
配
で
治
療
に
専
念
す
る
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
。
加
入
者
の
収
入
等
に
応
じ
て
、
保

険
税
を
出
し
あ
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
傭
え
助
け
あ
お
う
と
い
う

『
相
互
扶
助
』
を
目
的
と
し
た
大
切
な
制
度
で
す
。

健
康
管
理
を
行
い

国
保
税
の
負
担
を
少
な
く

国
民
健
康
保
険
の
保
険
脱
率
か
、

今
乍
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
税
は
、
町
令
体
の
加
入
者
の

そ
の
年
に
１
想
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、

閑
か
ら
の
補
助
金
等
を
差
し
引

い
た

残
り
の
分
と
な
り
ま
す
。

平
成
六
年
贋
の
岡
保
税
は
、
二
億

四
千

】
。百
一
。十
万
六
不
円
で
す

。

医
療
費
が
少
な
け
れ
ば
、
負
担
す

べ
き
岡
保
税
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

検
診
、
人
間
ド
″
ク
等
を
上
手
に
活

川
し
て
継
康
管
理
を
行
い
、
安
心
し

て
楽
し
く
生
活
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

参本健 鷹 診 査を上手に 活用して自分の休は自分で管理

国
保
税
の
納
入
も

口
座
振
替
制
度
を

国
保
税
は
。
皆

さ
ん
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。
こ
の
財
源
を
大
切
に
使
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
納
期
内
完

納
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

国
保
税
の
納
人
に
も
、
口
座
振
替

制
度
か
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

口
座
振
瞥
制
度
の
利
用
手
続
き
を

す
る
と
、
納
付
期
日
に
合
わ
せ
て
、

あ
な
た
の
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
的

に
納
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

と
い
う
こ
と
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
行
く
必
要

か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
多
忙
な
人
に

は
大
変
便
利
で
す
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
用
紙
は
、

町
内
の
指
定
金
融
機
関
の
窓
口
に
備

え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

平成６年度 国保税税率

応
能
割

応
　

益
　

割

区　　　 分 �課税割合�税　　　 宰�助年 度脱宰 �対　 比

所 得 割 �42 ％ �3.87  %�3.44  %�112.5 %

資 産 創 �10 ％�24  . ? 2 %�23.77  %�1叫.0％

岐保険者

均 等 創 �33
％ �

１人当たり
.662

円�

１人41たり

】 9. 4円 �108.4
％

世 帯 別

平 等 割 �15
％ �

１世帯当たり

24 .872円�

１世帯当たり

23.5 四円 �
間 5.8 %

国見町における平均国保税
(一世帯当 たり)

●所　 得 額　　　1.70().000 円

●課税 標準 額　　　1.3  - 円

●岡 定 資産 税　　　　64.  刈円

所　 得　 割.7  緲 3円（1.390,000×了
で1

）

資　 産　 割ｰ  5. 0円（　 ＆1.000×1≒Zか

均　 等　 割53,721 円（　2  2 ×2.6人）

平　 等　 割 24. 円｛１眦帯当たり　24 .872円｝

計　　　8  ､ 円

※　最高課税限度額 5 . 円



「
人
間
ド
ッ
ク
」
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
肢
保
険

者
を
対
象
に
、
入
院
人
間
ド
ッ
ク
（
一

泊
二
日
）
、
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
を

実
施
し
ま
す
。

年
に

。
回
行
わ
れ
て
い
る
健
康
診

査
で
は
、
各
種
の
検
査
項
目
の
最
低

限
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
人
間
ド

″
ク
は
多
く
の
項
目

を
検
在
す
る
点
で
検
診
と
異
な
り
ま

す
。

成
人
病
の
早
期
発
見
と
予
防
の
た

め
に
。
人
間
ド

″
ク
を
利
用
し
て
総

合
的
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

◇
対
象
者

国
見
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

翕
で
六
十
九
歳
ま
で
の
方
。

◇
申
し
込
み
方
法
・
期
眼

九
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

料
金
を
添
え
て
九
月
九
日
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

’
保
健
課
国
保
係

容
器
2
1
1
1
　
内
線
１
４
３

人 間 ド ッ ク 実 施 内 容
Ｅ，’ �．

一入 院 人I閥 ド ツ,.,ク �八 日 帰 り 人 間ド ッ ク

検 査

期 日 �

平成６年10月～爭成７年３月

毎週火・木叩日 �

ｆ 成７年１月～平成７年３月

毎週水・木曜日

l al･ �
公 立 藤 Ⅲ 総 合 病 院

検 査i:

厂づ

唄 目，�

身体測定・呼吸器系検査・肝機能系検査・糖尿系検査

胃腸系検査・胆のう機能検査・腎機能系検査

循環器系検査・血液検査・ガン（乳・子宮・大朋）検査

裏屋�
１割　5  . 0円 � １割　2  , 5 圓円

瓦貝�100 名（申し込み順） �100 名（申し込み順）

蹴ゐ�
国 民 健 康 保 険 者 証

老
人

保

健

の

医
療
費

七
十
歳
（
寝
た
き
り
の
方
は
六
十

五
歳
）
以
ｈ

の
お
年
寄
り
の
方
か
．

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
鵬
合
に
は
．

「
老
人
保
健
」
と
い
う
制
度
に
な
り

ま
す
．

老
人
保
健
制
度
は
、
お
年
寄
り
の

方
か
安
心
し
て
医
嫌
か
受
け
ら
れ
、

健
康
な
毎
口
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
医
療
費
負
担
を
軽
く
す

る
こ
と
を
月
的
と
し
て

い
ま
す
．

鰉康管理に 心掛け毎日 を稾 しく過ごし ましょう

医
療

費
は

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
た
と
き

の
一
郎
負
担
金
は
、
外
来
の
場
合
、

一
っ
の
お
医
者
さ
ん
に
つ
き
毎
月
千

円
。
入
院
の
場
合
は
、
入
院
期
間
中

。
口
に
対
し
七
百
円
で
す
。

一
部
負
担
金
を
除
い
た
医
療
費
は
。

同
保
税
や
会
社
で
納
め
る
社
会
保
険

料
か
ら
の
交
付
金
と
国
・
県
・
町
の

補
助
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
当
た
り
の

老
人
医
療
費
は
4
2万
円

平
成
五
年
度
の
町
老
人
医
療
費
の

総
額
は
六
億
二
千
七
ｆ日
六
十
三
万
円

で
、
前
年
度
に
比

ベ

ー
・
三
％

の
減

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
一
人
当
た
り
に
す
る
と
約

四
卜
二
万
円
（
表
！
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
前
年
度
に
比
べ
て
二
・
二
％

の
減
少
で
す
が
、
元
年
度
と
比
べ
る

と
約
十
三
％
も
伸
び
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

１人当たりの医療費の推移（表Ｉ）

平均 受 給者 数の推 移(  表 II )健
康
づ
く
り
で

医
療
費
上
昇
に
ス
ト
ッ
プ

医
療
費
の
増
加
は
、
保
険
税
や
自

己
負
担
金
の
値
上
げ
と
な
り
、
結
局

私
た
ち
自
身
の
負
担
に
な
っ
て
き
ま

す
。普

段
か
ら
健
康
管
理
に
心
掛
け
、

毎
日
を
楽
し
く
豊
か
に
過
ご
し
た
い

も
の
で
す
。

ま
た
、
同
じ
病
気
で
い
く
っ
も
違

う
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の
は
、
医

療
費
の
む
だ
使
い
に
も
な
り
ま
す
。

同
じ
お
医
者
さ
ん
の
診
療
を
受
け
、

話
し
を
す
る
機
会

を
多
く
し
た
方
か

本
当
の
治
療
に
な
る
の
で
す
。

毎
日
の
健
康
づ
く
り
で
、
医
療
費

の
上
昇
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
よ



総
合

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
の

整

備

が

進

む
上野台運動広場の建設が違 む

四
百
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
で
自
己

の
記
録
に
挑
戦
し
て
み
た
い
…
…
。

整
仰
の
ゆ
き
と
ど
い
た
サ
ッ
カ
ー
鳩

で
思
い
切
り
ボ
ー
ル
が
け
れ
た
ら
…

…
。
も
う
す
ぐ
、
そ
ん
な
夢
が
実
現

し
ま
す
。

今
国
見
町
で
は
、
上
野
台
地
区
に

陸
上
競
技
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ

に
多
Ｈ
‥
的
に
利
用
で
き
る
連
動
広
場

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
上
野
台
運
助
広
場
建
設
事
業
」

と
し
て
建
設
を
進
め
て
い
る
こ
の
事

業
は
、
自
治
省
の
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
・
第
二
次
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

の
指
定
を
受
け
、
平
成
五
年
度
か
ら

平
成
七
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

上
野
台
連
助
広
鳩
が
完
成
す
る
と
、

既
存
の
勤
労
書
体
青
セ
ン
タ
ー
ご
ア

ニ
ス
コ
ー
ト
、
町
民
プ
ー
ル
と
併
せ
、

上
野
台
地
区
は
、
文
字
通
り
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。施

設
の

概

要

多
目
的
運
動
広
場
に
は
。
四
百

メ

ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
が
設
け
ら
れ
る
ほ

か
、
フ
ィ
ー
ル
ド
部
分
は
サ
フ
カ
ー

場
と
し
て
、
運
動
広
場
の
コ
ー
ナ
ー

は
。
野
球
場
（
二
面

气

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
鳩
（
四
面

）
と
し
て
利
用
で

き

る
よ
う
整
備
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
併
設
し
て
五
つ
の
駐
車
鳩

が
設
け
ら
れ
る
ほ
か
、
夜
間
照
明
施

設
や
会
議
室
、
ト
イ
レ
な
ど
を
完
備

し
た
管
理
楝
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

面
禎
は
、
連
動
場
が
二
万
二
千
卜

六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
駐
車
瑚
六
千
四

百
四
卜
平
方
メ
ー
ト
ル
、
観
戦
緑
地

な
ど
が

。
万
七
１
八
百
十
一
平
方
メ

ー
ト
ル
の
合
計
四
万
六
千
二
百
六
卜

七
平
方
メ
ー
ト
ル
。
総
事
業
費
は
、

八
億
二
千
万
円
で
す
。

工
事
の
進
行
状
況
は

6
5パ
ー
セ
ン
ト

現
在
。
平
成
七
年
九
月
未
完
成
に

向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で
Ｔ
ぶ
？
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
Ｔ
一
事
の
進
行
状
況
は
、

約
六
Ｆ
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

六
月
に
附
帯
工
事
（
照
明
塔
、
防

球
ネ
ッ
ト
、
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
。
ダ
ッ

グ
ア
ウ
ト
、
ベ
ン
チ
、
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
畧
の
設
置

）
を
、
七
月
に
、
管
理

揀
の
建
設
工
事
を
発
注
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に

彫
刻
「
蝉

」
を
艇
示

冨永町長ら４人が彫刻r 蝉u の除幕を行う

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
玄
関
ホ
ー

ル
正
面
に
屡
示
す

る
彫
刻
が
で
き
あ

が
り
、
七
月
十
二
日
、
同
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
関
係
古
二
十
名
が
出
席

し
て
、
彫
刻
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

冨
永
武
夫
町
長
、
彫
刻
の
作
家
土

谷
武
さ
ん
、
㈱
本
問
利
雄
設
計
參
務

所
長
、
安
藤
建
設
㈱
鎌
形
昭
東
北
支

店
長
の
四
人
が
除
幕
を
行
い
、
彫
刻

「
嬋
」
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
と
、
出
席

者
か
ら
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

作
品
は
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

の
Ｔ
一
事
を
担
当
し
た
安
藤
建
設
㈱
東

北
支
店
が
、
同
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を

記
念
し
、
町
に
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
計
を

行
っ
た
本
間
利
雄
設
計
事
務
所
が
、

彫
刻
界
の
第
一
人
者
土
谷
武
さ
ん
を

紹
介
。
土
谷
さ
ん
は
、
同
セ
ン
タ
ー

に
『

慶
足
を
連
び
、
自
己
の
作
品
の

中
か
ら
。
文
化
セ
ン
タ
ー
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
し
て
「
蝉
」
を
選
ん
だ
。

上
谷
さ
ん
は
、
日
本
の
野
外
彫
刻

の
軅
閧
に
重
要
な
役
割
を
哭
た
し
て

い
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
賞

を
受
賞
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
日

本
大
学
芸
術
学
部
美
術
学
科
教
授
を

務
め
て

い
ま
す
。

抽
象
彫
刻
「
蝉
に
は
、
耐
候
性
の

あ
る
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
で
で
き
て
お
り
、

重
さ
が
約
四
十
五

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
茶

か
っ
色
で
重
量
感
の
あ
る
作
品
。
台

座
は
ア
フ
リ
カ
産
の
御
影
石
。

上
谷
さ
ん
は
、
昆
虫
や
鳥
、
植
物

を
テ
ー
マ
に
彫
刻
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
「
蝉
」
は
。
幼
少
の
頃
、
蝉
を

捕
っ
て
遊
ん
だ
思

い
出
を
抽
象
表
現

し
た
も
の
で
す
。

九
年
連
続
知
事
感
謝
状

個
人
県
民
税
収
納
成
績
優
良
町
村

知事Ｓ 謝状の伝姐 が行われる

国
見
町
は
、
平
成
五
年
度
の
個
人

県
民
税
収
納
成
績
優
良
町
村
に
選
ぱ

れ
、
福
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、
七
月
ニ
ト
九
Ｈ
、
役

場
町
畏
室
で
行
わ
れ
。
県
北
地
方
振

興
局
山
口
恒
雄
県
税
部
艮
か
ら
、
冨

永
武
夫
町
長
と
八
島
析
太
郎
町
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
に
感
謝
状
と
記

念
の
盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

国
兄
町
が
優
良
町
村
に
選
ば
れ
た

の
は
、
今
年
で
九
年
連
統
で
す
。

こ
の
度
の
受
賞
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
は
じ
め
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
さ
ん

の
税
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。



ロ
バ
ー
ト
先
生
の
後
任
に

ジ
ョ
ワ
ナ
先
生

昨
年
八
月
か
ら
今
年
の
七
月
ま
で

の
一
年
問
、
英
語
指
導
助
手
と
し
て
、

県
北
中
学
校
の
英
語
指
導
に
当
た
っ

て
い
た
ロ
バ
ー
ト

ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ベ
ン
ダ
ー
先
生
の
送
別
会
が
、
七
月

二
十
一
日
、
Ｊ
Ａ
福
島
国
兄
町
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
約
三
十
名
が
出
席
し
て
行

わ
れ
た
送
別
会
で
は
、
冨
永
町
長
が
。

じ

年
間
、
英
語
指
導
と
国
際
交
流

に
活
躍
し
て

い
た
だ
き
御
苦
労
様
で

し
た
」
と
お
礼
の
政
策
を
述

ぺ
た

の
に
対
し
。
ロ
バ
ー
ト
先
生
は
、
一
思

い
出
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
岡
見
町

の
皆
さ
ん
か
ら
親
切
に
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
か
、
一
番
う
れ
し
い
思

い

出
と
し
て
残

っ
て

い
ま
す
」
と
流

ち
。‘
う
な
口
本
語
で
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

送別会であいさつを述べるロバート先生

ジョワナ先生

ロ
バ
ー
ト
先
生
の
後
任
の
英
語
指

導
助
手
に
は
、
バ
イ
ク
ロ
フ
ト

ー
ジ

ョ
ワ
ナ
・
エ
リ

ザ
ベ
ス
先
生
が
、

七
月
二
十
七
日
に
着
任
、
向
こ
う

。

年
間
県
北
中
学
校
で
英
語
指
瞬
に
当

た
り
ま
す
。

ジ
Ｊ
ワ
ナ
先

生
は
、
ロ
バ

ー
ト

先
生
と
同
じ
く
国
見
町
の
単
独
招
致
。

英
国
ウ
イ
ル
シ

ヱ
ア
州
マ
ル
メ
ス
ペ

リ
ー
町
出
身
の
女
性
で
、
オ
ク
ス
フ

ォ
ー
ト
大
学
哲
学
科
心
理
学
糾
の
卒

業
で
す
。

買
い
物
先
や
街
角
で
見
か
け
た
ら
、

気
楽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

光
セ
ン
サ
ー
選
果
機
が
稼
動

ミ
ス
ピ
ー
チ
が
セ
レ
モ
ニ
ー

国
見
町

農
業
協

同
組

合
で

は
、
味

の

ば
ら
っ
き

の
な

い
、

品
質

の
商

い

眺
の

販
売
を
口
‥
指

し
て

、
光

セ
ン
サ

ー
選

来
機
を

導
入

し
ま

し

た
．

光

セ
ン
サ

ー
選

果
機

は
、

桃
の

一

つ

一
つ
に
光

を
照

射
す

る
こ

と
で

、

糖
度

や
熟
度

．
色

．
形

状
を
自

動
的

か
っ
瞬

時

に
判
定

、
選

別
す

る

シ
ス

テ
ム

で
す
．

平

成
五
年

度
の

補
助

事
業

に
よ
る

一
．
系

列
と
、

今
年

度
の

国
見

町
農
業

協
同

組
合
か
叭

独

で
設

置
し

た
二
系

列
の
合

わ
せ

て
四

系
列

が
導

人
さ

れ
、

絶
事
業

費

は
、

．
億
八
千

六

’口
．１．十

二
万
不

川
で
．

町

で
も

補
助
を

し
て

い
ま
す
。

允
セ
ン
サ
ー
選
采
機
の
稼
動
式
が
、

七
月
二
十
五
日
、
関
係
者
約
八
十
名

が
出
席
し
て
岡
見
町
農
業
協
同
組
合

共
選
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
値
販
売
祈
願
の
神
事
の
後
に
行

わ
れ
た
稼
動
式
で
は
、
菊
地
太
三
組

ａ

長
か
、

。生
産
者
と
共
に
高
品
質

の
桃
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
』
と

あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
］柚
永
武
夫
町
艮

ら
が
呪
辞
を
述
べ
た
の
に
続
き
、
出

席
者
が
見
守
る
中
、
菊
地
組
合
長
ら

六
人
が
事
業
の
成
功
を
願
い
テ

ー
プ

カ

″
卜
し
ま
し
た
。

選
果
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
菊

地
組
合
長
か
、
光
セ
ン
サ
ー
選
果
機

の
始
動
ボ
タ
ン
を
押
し
、
選
果
機
が

作
動
す
る
と
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

た
五
人
の
ミ
ス
ピ
ー
チ
が
、
実
際
に

桃
の
選
果
を
行
い
、
盛
ん
に
カ
メ
ラ

の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

光センサー選桑機の稼 勧を呪いテープカット

国
民
年
金
の
検
認
率
が

県
下
一
に

平
成
五
年
度
に
お
け
る
国
民
年
金

事
業
概
況
か
発
表
さ
れ
、
国
見
町
で

は
、
年
金
保
険
科
収
納
の
目
安
と
な

る
検
詔
率
が
県
下
九
十
市
町
村
中
、

第
一
位
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
、
七
月
一
一
十
七
日
。
国
見
町
農
協

会
館
で
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
会
は
、
町
議
会
議
員
、
閥
民

年
金
組
合
長
ら
七
十
五
名
か
出
席
し

て
行
わ
れ
、
冨
永
武
夫
町
長
が
。
町

の
国
民
年
金
の
概
況
槻
告
を
含
め
て

あ
い
さ
っ
を
行
い
、
家
賓
を
代
表
し

て
、
蔵
本
敏
甃
県
国
民
年
金
課
長
、

仲
野
周
一
町
離
会
議
長
か
、
睨
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

報
告
会
の
席
上
、
今
年
の
三
川
に

退
職
さ
れ
た
前
年
金
係
長
の
佐
藤
幸

子
さ
ん
に
冨
永
町
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
会
後
は
、
仙
波
功
東
北
橘
島

吐
会
保
険
事
務
所
長
の
乾
杯
の
発
声

に
続
き
、
出
席
者
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

検認串県下１位遺戒の報告を行う冨永町 長



INFORMATION

●

お
知
ら
せ

●

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
を

見

学
し
て
み

ま
せ
ん
か

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
｀
事
業

と
し
て
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会

か
行
わ
れ
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
内
地
ド
管
廊
、
管

理
楝
、
ス
ク
リ
ー
ン
ポ
ン
プ
棟
、
水

処
理
施
設
等
の
処
理
施
設
。
建
物
、

下
水
道
Ｐ
Ｒ
展
示
物
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

◇
日
　
時

九
月
七
日
附
午
前
十
時
～
十
五
時

◇
場
　
所

国
見
町
大
字
徳
江
字
上
悪
戸
地
内

阿
武
隈
川
上
流
涜
城
下
水
道
県
北

浄
化
セ
ン
タ
ー

見
学
者
に
は
、
下
水
道
Ｐ
Ｒ
用
の

記
念
品
か
贈
ら
れ
ま
す
。

■

問
い
合

わ
せ

一

県
北
流
域
ド
水
道
Ｐ
Ｒ
委
員
会

．‘
齟
2
0
1
1

下
水
道
へ
の
理
解
を

～
ふ

く
し
ま

下
水
道
フ
ェ
ア
9
4
～

下
水
道
は
、
河
川
、
湖
沼
、
海
な

ど
の
公
共
川
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止

の
た
め
に
獸
要
な
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
住
民
の
安
全
で
快
適
な
生

活
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
公
共
施
設
で
す
。

し
か
し
、
福
鳥
県
に
お
け
る
下
水

道
普
及
率
は
。
平
成
五
年
度
末
現
在

で
十
九
・
七
％
と
大
き
く
立
ち
遅
れ

て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
。
ふ

だ
ん
あ
ま
り
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
て
も
ら
い
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
。
あ
る
い
は
、
快
適
環
境
づ
く

り
の
柱
と
な
る
下
水
道
の
普
及
促
進

を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
。

全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
（
毎
年
九
月

卜
日
）
福
島
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

］

環
と
し
て
「
ド
水
道
フ
ェ
ア
哨
」
が
、

開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
　
時

九
月
九
口

曲
～

十

一
日
襾

十
時
～

十
八
時

三
十
分

（
最
終
日

は
午

後
五
時

ま
で

）

◇
場
　
所

福
島
ル
ミ
ネ
五
階
「
ネ
ク
ス
ト
ホ

ー
ル
」
、
『
オ
ー
ク
ル
ー
ム
』

◇
内

容

●
下
水
道
に
闃
す
る
パ
ネ
ル
、
模
型
、

機
器
等
の
展
示
。

●
下
水
道
相
談
室
の
開
設
。

●
無
料
金
魚
す
く
い
、
ふ
う
せ
ん
、

わ
た
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト
・

一

来
場
者
に
は
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

も

あ
り

ま
す

。

◇
入
場
料
　

無
料

朧
問
い
合
わ
せ

●
福
島
県
土
木
部
都
市
局
ド
水
道
躁

雲
茴
7
5
1
4

ま

た
は
弱
7
5
1
5

検
察
審
査
会
を

ご
存
知
で
す
か

子
供
か
交
通
事
故
で
人
ヶ
ガ
を
し

た
。
で
も
車
を
迷
転
し
て
い
た
人
は
。

裁
判
に
も
か
け
ら
れ
ず
に
い
る
。
お

か
し
い
：
』
そ
ん
な
疑
閃
に
検
察
審

査
会
は
答
え
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
の
あ
る

一
般
国
民
の
中
か
ら

Ｉ
く
匕
」
で
避

ば
れ
た
十
一
人
の
検
察
審
食
員
か
。

巾
民
の
目
で
、
検
察
官
の
不
起
訴
処

分
（
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
）

か
正
し
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ

と
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
疑
問
を

お
持
ち
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
畔
し
く
は

Ｉ
福
島
検
察
審
査
会
事
務
局

福
励
市
花
園
町
5
1
4
5

福
鳥
地
方
栽
判
所
内

雲
剛
2
1
5
6
　
内
線
２
７
４

戸籍の窓口 .(7 月受付分)

出生 おめでとうご ざい ます

子 の 名　保加者　　町内会

洳|明(ともあき)佐藤 照男 滝　 山

梢　に ず え)瀬戸 正志 中　 郎

俊 彰(としあき)佐藤 俊一 石毋Ⅲ東

豊( ゆ た 剩 八巻 純 一滝　|11

菜々海(なな み)小池 克則　第　 ３

７月中に婦姻届はありません

でした。

おくや み申しあげます

氏　　 名　 年齢　町内会

長谷川 貞 男　68　高　 城

佐 藤　ツ　ル　87　第　 ２

星 野 ヨ　シ　83　光 明 寺

阿 部 和平次　71　石母田北

松 田　ト　ク　78　貝　 田

羽 賀　トキワ　91　駅　 前

渡 邊 正 一　70　太田 川

山 ロ　トキヨ　80　只　 田

沼 田 次 郎　89　宮 町 北

角田ロ ケット開 発センターの

一般公開のお知ら せ

日　畤

場 所

9,月ｎ 彫(EI)　　:'t

午前1(畤 ～午後3  時 分

宇宙 開発事業団 角田μ:

ヶ＼ツ１開発セ ン.ダー ク 一

角田市神次郎字高久蔵l

00  4  (  )･32　　 こ

公開施設

映画｣ 二映

儷 し 物

管 理 揀 内 展 示 室 及 び 試

●|･　’i･　卜.･ ･
験 餃匍　 プ　　　 ー’1･

約30 分　　　　 匸匸

・ 宇 宙 教 室　　　　 ：

● パソ.コ ン に よ る 宇宙

服 姿 ﾀ ）゙写 真撮 影 プ レ1

ゼ

　

ッ ト･　　　1; 陟･‘

・ 扱 型 ロ ケ ッ ｝の打 ぢ

１ げ　　　　 ‘:

・ 空 気 口 ヶ ７１ の打 ぢ

上 げI　　　　　:

・ 風 船 逮 呈 上 … …lj



ご
存
じ
で
す
か
!
!

「
建
設

業
退
職
金
共
済
制

度
」

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
国

が
昭
和
『

十
九
年
十
月
に
建
設
業
の

労
働
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中

小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
某
づ
き
創

設
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
施
迷

営
は
、
特
殊
法
人
建
設
業
・
清
酒
製

造
業
・
林
業
退
職
金
共
済
組
合
か
当

た
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
特
艮
は
、
一
般
の
退

職
金
制
度
と
は
輿
な
り
建
設
業
界
で

働
く
限
り
、
事
業
所
を
変
わ
っ
て
も
、

事
業
所
に
雇
用
さ
れ
就
労
し
た
期
間

全
部
を
通
算
し
て
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
業
界
退
職
金
制
度
で
あ
り
、

掛
金
納
付
は
共
済
契
約
を
結
ん
で
い

る
事
業
主
が
、
加
入
労
働
者
の
共
済

手
帳
に
就
労
口
数
に
応
じ
て
証
紙
（
掛

金
）
を
貼
付
、
消
印
す
る
こ
と
に
よ

り
行
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
十
二
。万
八
千
事
案

所
、
百
八
十
八
万
六
１
人
の
労
働
者

が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
退
職
金
の

積
み
立
て
が
行
わ
れ
、
す
で
に
六
十

九
万
人
の
労
働
者
が
退
職
金
を
受
け

取
り
、
そ
の
額
は
二
１
百
七
十
七
億

円
を
超
え
て
い
ま
す
。

■

詳
し
い
こ
と
は

●
建
退
共
福
鳥
支
部

福
鳥
市
五
刀

町
４
－
2
5

福
鳥
県
建
設
セ
ン
タ
ー
内

魯
？

６
１
８

「
自
賠
責

小
さ
な
シ

ー
ル
で

大

き

な

安
心

」

今
年
も
無
保
険
（
無
共
沸
）

バ
イ

ク
対
策
協
議
会
（
総
務
庁
、
繁
察
庁
、

大
蔵
省
、
農
林
水
商
竹
、
運
輸
省
等
）

で
は
。
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
卜
日

ま
で

、
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク

を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行

い
ま
す
。

二
百
五
十
Ｃ
Ｃ
以
下
の
バ
イ
ク
に

は
車
検
制
慶
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
の
継
続
契
約

を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
’
小
さ
な

バ

イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て

『
油
断
は
禁

物
』
、
バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身
事
故

も
軽
隗
は
で
き
ま
せ
ん
。
無
保
険
（
無

共
済
）
で
死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た

ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変
で
す
。

ま
た
。
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険

（
共
済
）
へ
の
加
入
か
法
律
で
耗
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
。
無
保
険
（
無
共

済
）
で
走
る
と
、
六
ヵ
月
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
五
万
円
以
ド
の
罰
金
。

き
ら
に
違
反
点
数
六
点
と
な
り
、
免

許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す

。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て

い
た

ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代

理
店

《
バ
イ
ク
・
自
伝
車
店
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
）
、
農
協
へ

行
き
ま
し
ょ
う
。

観月台文化センターホールでの催し案内

◇福鳥市 民オーケスト ラ「 ファミリ ーコン サート 」

曲ごとに解説を加え、わかりやすく楽しいコンサートです。

親子そろっておいでください。

○ ９月４日（日）14 : 00･~

●料金無料

◇町村合併40周年記念「歌 でつづ る国見町の歩 み」

国兒町の40年をナレーション、スライドと流行歌で扱り返ります。

○９月1H］ 川 ） 昼の部14:0{}～

夜の部18:OO  ～

唄　　　 クリソ ーjツ

演　 奏　安田智彦グjレープ

●科金無料　整理卷要

防災週閃

（８月30日～９月５日）

人 口 と 世 帯

８ 月１日現在( 前月比) ７月中の動き

人

口

男5  , 7 人(  十 - 6 )

女6  靆 懸人(  十 6 )

計11  , 873人(  十 貶 )

世帯数3  , 077戸(  十 5 )

転入27 人

転出11 人

出生 ５人

死亡 ９人

こ

よ

み

８月　葉月（はづき）

19 口（金） バ イクの 日

23  日 ( 火） 処　 暑

日 ( 火） 防災週 問

建築物 防 災週 間

９月　長月（ながつき）

１日（木〉二百十口

防災の日

９日（金）救急の口

10日（土）全国下水道促進デー

日 (木）敬老の日

心配ごと相談日
場所 ：役 堺二陪 相破 室（東郷入口からお入りください）

時間 ：９時 ～12 時

こまりだことや、相談ごとかありましたら、お気樫に
ご相鮫ください。

相談凪

８月 日 ( 木 ) 商 橋 隆　 雄・後　藤　ア　ヤ

９刀５日（月）村　上 金 正・村　上　ミチ子
9 月 14 日 水）拔 沢　　 正・井　砂　喜代子



PUBLIC

HALLN
E
W
S

公
民
館
だ
よ
り

国

見
町
公

民
館

圜

見

酊

大

字

罵

田

事

観

月

色
1
5

い
 ↓
 ド
 
､ 
0 
′ 
､

阿

津

賀

志

学

級

行
意
義
だ
っ
た

［
心
と
体
の
健
康
］
講
演
会

去

る
七
月

十
一
一
口
、
午

後

一
時
半

か
ら

文
化

セ
ン

タ
ー
大
研

修
室

に

お

い
て

、

一
商

齢
者

の
心

と
体

の
健

康
」

と
閣

し
て

の
講
演

会
が
闘

か

れ
ま
し

た
。驚

師
は

公
立
藤

田
総
｀
口
病

院
長
代

理
朽
木

渉
先

生
で

、
先

生
か

ら
は

、

次
の

よ
う

な
有
意

義
な

お
話

が
あ

り
、

出
席

し
た

幸
級
生

は
感

銘
を
深

く

し

ま
し

た
Ｑ

‐、
病
は

気
か

ら
」
と
よ

く

言
わ
れ

る
よ
う
に
病
気
は
自
分
の
心
の
持
ち

様
で
重
く
な
っ
た
り
、
軽
く
な
っ
た

り
す
る
事
か
あ
る
の
は
昔
も
今
も
変

わ
り
が
な
い
の
で
す
。

ま
た
、

・
気
は
病
か
ら
Ｉ
と
し

い

わ
れ
、
身
体
に
悪
い
と
こ
ろ
か
あ
り

心
配
ご
と
が
重
な
っ
た
り
す
る
と
俗

に
い
わ
れ
て

い
る
ス
ト
レ
ス
か
た
ま

り
、
病
状
の
み
な
ら
ず
精
神
而
ま
で

悪
循
環
し
、
時
に
は
、
個
人
差
は
あ

る
も
の
の
ボ
ケ
を
い
っ
そ
う
進
行
さ

せ
て
し
ま
う
事
も
見
ら
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
が
健
康
を
保
持

し
て
い
く
た
め
に
は
。
「
健
康
な
心

と
体
」
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

。健
全
な
肉
体
と
楠
神

‘
の
保
持

を
常
に
心
が
け
、
夢
と
希
９
と
い
き

か
い
を
持
っ
て
社
会
生
活
を
送
る
こ

と
か
何
よ
り
大
切
で
あ
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
適
度
な
運
動
で

肉
体
、
生
涯
学
習
を
通
じ
て
は
精
神

の
鍛
練
と
闘
発
を
図
り
、
吐
翕
な
肉

体
と
精
神
を
養
う
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。

聞
き
古
し
た
言
葉
に
『
健「
Ｅ
な
る

情
紳
は
、
吐
令
な

る
身
体
に
宿
る
」

と
あ
り
ま
す
か
、
現
代
人
間
杜
会
で

も
蓋
し
名
酋
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い

の
で
ｒ

。

「
急
激
な
杜
会
の
進
展
と
多
蹣
な

価
叭
観
・
核
家
族
化
の
進
む
旺
会
構

造
の
変
化
等
は
。
私
達
高
齢
者
の
社

会
生
活
に
も
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
Ｅ？

え
高
齡
む
の
心
身
症
が
急
増
し
て

い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

の
起
こ
る
要
閃
と
解
消
万
法
を
よ
く

理
解
し
て
、
安
定
し
た
楠
神
生
活
を

送
る
術
を
身
に
け
け
て
お
く
こ
と
か

高
齢
化
社
会
を
生

き
抜
く
上
で
と
て

も
大
叨
で
十
に
と
の
お
話
で
結
ば
れ

ま
し
た
φ

４ 蜘 いこ講義を聴く阿冷 賀志学経雀

蛤
山
登
山
に
挑
戦

ジ
ュ
ニ
ア
仲
間
づ
く
り
教
室

県
北
中
学
校
一
、
二
早
生
男

女

一
。
卜
九
名
は
Ｌ
月
ニ
ト

ー
日
ジ
で

Ｉ

ア
仲
間
づ
く
り
教
室
の
開
講
式
を
行

い
、
班
編
成
や
キ
ャ
ン
プ
の
準
備
を

し
ま
し
た
。

七
月
二
十
七
口
、
午
削
八
時
三
卜

分
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
前
を
出
発
、

角
ｍ

宇
宙
開
発
セ

ン
タ
ー
、
船
岡
公

闘
、
白
衣
観
音
を
見
学
の
後
。
七
ヶ

宿
町
の
南
藏
ｆ
膏
少
年
旅
行
村
の
キ

ャ
ン
プ
場
に
入
り
ま
し
た
。
夕
食
は

班
ご
と
に
事
加
に
献
立
を
つ
く
り
、

カ

レ
ー
ラ
イ

ス
や

焼
き

肉

。
焼
そ

ば

な

ど
そ
れ

ぞ
れ
楽

し

い
食
事

を
し

ま

し

た
。
夜

は
翌
日

の

登
山
に

備
え
て

ゅ

っ
く

り
休

み
ま

し

た
。

二
十
ぺ
口

、
快
哨

。
お
Ｒ

の
弁
当

を
作

ｉ。
て

か
ら
、
棚

食

を

と
り
。

後

片
付
け

を
し

て
荷

物
を

車
に
付

け
、

淞
時

ニ
ト

分
、
蛤

山

に
向
か

っ
て
出

発
し

ま
し

た
。

蛤

山
は

キ

ャ
ン
プ
場

か
ら

西
へ

登

る
こ

と
約
四

・
ハ

キ

ロ
、
標

高
九

八

。
メ
ー
ト

ル
、
項
ｈ

付
近
に
は
、

ぷ
な

の
原

生
林

か
あ
り

、
す

ば
ら

し

い
自

然

が
残
さ

れ
て

い
ま
す

。

出

発
し
て

か

ら
登

山
口
ま
で

は

広

い
林

道
を
二

・
ハ

キ

ロ
登

っ
て

い
き

ま
す

。
そ
こ

で
小

休
止

’ｙ
一
と

り
、

い

よ

い
よ

本
当

の
登

山
に

な
り

ま
す

。

狹

い
急
な

道
を
息

を
弾

ま
せ
て

登

り

ま
し

た
。
は

じ

め
は
元
気

だ
『

た
足

も
だ
ん

だ
ん

重
く

な
り

、
汗

は
し

た

な
り
落

ち
ま
す

、

少
し

足
を

止
め
、

一
恩
人

れ
ま
す

。
ま

わ

り
の
す

ば
ら

し

い
緑
と
自
然
が
私

た
ち
を
元
訊

づ
け

て
’‐
、
れ
ま
す

。
何

回
か

立

っ
た
り
、

ド

ー。
た

り
し
て

、
や
『

と
頂

上
に

つ

き
ま

し

た

。
せ
｛

か
く

ひ

っ
て
下

り

道

に
な
る

と
ほ

。
と

し
ま
す

か
、

が

っ
か
り
し

し
ま
十

。
こ
の
ま

ま
ず

っ

と
平

ら

だ
『

た
ら

い
い
の

に
と
思

’。

て
し

ま

い
ま
す
万

瑣

卜
は
霧

か
深
く

、

山
あ

ぷ
が
多
く

て

。
刺

さ

れ
た

人
も

い
ま
し

た
。
せ

っ
か
く
の

ぷ
な
林

も

ゆ
っ
く

り
観
賞

で
き

ず

に
、
少
し

休

ん
だ

だ
け
で
下

山
し

ま
し

た

。
キ

ャ

ン
プ
場

に
戻

り
星
食

を
食

べ

。
冷

や

し

て

お
い
た
西

瓜
を

た

べ
ま
し

た
。

本

当

に
お

い
し

い
西

瓜
で

し

た
。
午

後
一
。時

恥
、
迎

え

の

バ
ス
に
乗

り
帰

途

に

っ
き
ま

し
た

。

帰

り
の

バ
ス
の
中

か

ら
、
今

豊

っ

て

き

た
蚣
山

か
見
え

、
眼
ｈ

は
や
は

り
雲

に
臆
れ
て

い
ま
し

た
。
あ

そ
こ

ま
で

よ

く
登

り
だ

も
の
だ

と
自

分
で

感

心
し
ま

し

た
。

。。。時
ｔ

分
文

化

セ
ン

タ
ー
に
到

着

、

閉
講

式
を

吁

っ
て
解

散
し

ま
し

た
。

▲嶬 り付11も てい ねい1こ ……

子
育

て

コ

ー

ナ

ー

家
庭
教
育
講
座

「
心
」
を
育
て
る

七
月
十
二
日
、
藤
川
幼
碓
園
の
授

業
参
観
に
お
い
て
、
伊
達
東
小
学
校

の
大
槻
太
校
長
先
生
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。



若

い
お
母
さ
ん
た
ち
七
十
名
が
、

先
生
の
す
ぱ
ら
し
い
内
容
の
お
話
に
、

吸
い
こ
ま
れ
る
よ
う
に
聞
き
入

り
て

い
ま
し
た
．
お
母
さ
ん
が
た
か
ら
は

『
あ
ら
た
め
て
子
供
の
い
る
生
活
の

す
ば
ら
し
さ
や
、
子
供
自
身
の
す
ば

ら
し
さ
に
気
付
く
こ
と
か
で
き
て
よ

か

う
た
」

『
感
助
的
な
お
話
で
．
あ

っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
．
も

り
と
お
話
を
聞
き
た
か

り

た
』
な
ど
の
感
想
や
要
望
が
あ
り
ま

し
た
．

先
生
の
お
話
の
概
要

●
体
は
育
つ
か
、
心
は
育
て
て

い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
心
は
先
に
青

ち
、
頭
は
後
か
ら
育
つ
。

一
三
歳
ま
で
に
、
頭
脳
の
発
達
は
大

人
の
七
〇
～
八
〇
％
に
な
る
。

一

お
母
さ
ん
の
教
育
目
標
を
考
え
て

み
る
。
『
人
柄
と
心
』
を
育
て
る
。

優
し
い
心
、
勇
気
、
進
ん
で
や
る
。

一
頭
の
良
い
子
に
重
点
を
お
き
や
す

い
。
ピ
ア
ノ
、
そ
ろ
ば
ん
な
ど
の
塾
。

漢
字
や
数
を
教
え
る
な
ど
親
の
お
し

１つ
け
が
多
い
。
『
お
』
を
と
っ
て
本

－

当
の
し
っ
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
親
子
の
関
係
は
「
タ
テ
型
思
考
」

で
な
く
『
ヨ
コ
型
思
考
』
（
私
は
母

親
だ
）
は
タ
テ
型
思
考
、
（
五
歳
の

子
供
な
ら
母
親
も
五
臓
に
な
る
）
こ

れ
が
ヨ
コ
型
思
考
。
こ
の
よ
う
に
子

供
に
接
し
て
行
く
と
。
子
供
の
心
は

育
ち
、
自
立
し
て
行
く
。
親
も
自
分

を
育
て
て
行
く
。

一
快
動
の
大
切
さ
、
体
と
心
を
快
く

動
か
す
。
快
動
、
快
食
、
快
眠
。
楽

し
く
食
べ
る
こ
と
は
、
心
を
育
て
栄

養
に
も
な
る
。

・
仕
事
を
手
伝
う
。
お
も
し
ろ
が
ら

せ
て
、
楽
し
く
や
ら
せ
る
。
（
手
伝

う
こ
と
を
気
付
か
な

い
子
供
が
多
い
）

・
聞
く
こ
と
と
言
葉
の
発
達
、
子
供

の
い
う
こ
と
を
良
く
聞
い
て
や
る
こ

と
が
、
話
す
意
欲
を
増
し
、
曹
葉
の

発
進
に
つ
な
が
る
。
聞
く
Ｉ
聴
く

耳
プ
ラ
ス
目
、
心
で
き
く
。

・
子
供
の
目
の
高
さ
で
み
る
。
噴
を

み
っ
め
る
。
『
お
母
さ
ん
の
目
に
あ

な
た
が
映
っ
て
い
る
よ
』

・
な
く
て
も
与
え
る
。
心
で
あ
な
た

を
救
う
。
（
マ
ザ
ー
・
テ

レ
サ
）

▲蒻田幼碓贋で鬨 か れた家庭 歓育講療

い
つ
ま
で
も

若
々
し
く

～

く
に
み

女
性

教
室
～

七
月
六
日
、
十
九
日
の
両
日
、
く

に

み
女
性

教
室
で

前
福

島
市
社

会
敬

育
指

導
員

の
佐
藤

キ
イ

先
生

の
指
導

で
、

健

康
づ
く
り

岸
習

か
行

わ
れ
ま

し

た
。

一
日
目

は
、『
心
の
健

康

づ
く
９

』

と

閣
し
て

。「
健

康
で

い
つ
ま

で
も

若

々
し
く

、
生
き

が

い
の
あ

る
生
活

を

維
持

す

る
た

め
に
は

、
常

に
「
見

る
」

『
視

る
』『
観

る

』『
看
る

』『
診

る
』
の

五

つ
の

見
方
で
自

分

を
み

る
こ

と
。

ま

た
、
常

に
新

し

い
こ
と

に
挑
戦
す

る

意
欲
を

も
っ

こ

と
か
大

切
」
な

ど

の

講
義

を
い

た
だ
き

ま
し

た
。

二
日

目
は
、

体
育

館
で

『
簡
単

に

で

き
る
健

康
体
操

』

と

い
う

こ

と
で

講

義
の

後
、
劉

ぱ
し

、
折

り
紙

、
夕

オ
ル
を

使
用
し
て

、

頤
も

体
も
若

返

る

指
先

体
操

や
フ

ォ
ー
ク

ダ

ン
ス
な

ど
一
一
時

間
た

っ
ぷ

り
体
を

動
か
し

ま

し

た

。
二
十

七
名

の
参
加

者

は
曾

い

中

に
も

い

い
汗

を
流

し
て

い
ま

し
た

。▲ 女性 教室の「価単にできる皿癘体操」
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わだい
森
江
野
小
児
童
が

下
水
道
施
設
を
兇
学

森
江
野
小
学
校
（
渡
部
正
俊
校
長
）

で
は
、
下
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
、
七
月
十
九
口
、
徳
江
地

区
内
の
下
水
道
施
設
を
見
乍
し
ま
し

た
。五

現
に
編
成
さ
れ
た
全
校
生
は
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
ポ
ン
プ
棟
や
、
水

処
理
施
設
、
管
理
楝
本
館
な
ど
を
見

学
し
、
県
北
流
域
下
水
道
建
設
事
務

所
職
員
の
親
切
な
説
明
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
揀
に
通
じ
る
処
理

場
敷
地
内
の
管
渠
（
坑
内
）
約
二
百

四
十
メ
ー
ト
ル
を
実
際
に
歩
い
て
通

り
ぬ
け
、
施
設
の
規
模
の
人
き
さ
に

驚
く
と
共
に
、
施
設
を
見
学
し
た
こ

と
に
よ
り
、
ド
水
道
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

菅１内 を歩 き歓声 を上げる児椴た ち

羽
根
尖
仕
子

さ
ん

に

山
形
県
教
育
委
員
会
賞

羽
根
実
佳
子
さ
ん
（
藤
田
小

。
年
）

が
、
こ
の
ほ
ど
大
ケ
ヤ
キ
全
国
書
道

絵
画
展
の
絵
両
教
育
の
部
で
、
大
人

も
子
供
も
含
め
た
中
で
の
ｈ
位
か
ら

六
番
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
特
別
賞
の

山
形
県
教
青
委
員
会
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

人
ケ
ヤ
キ
全
岡
書
道
絵
画
展
は
、

山
形
県
東
艇
市
の
主
催
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
回
が
五
回
ｎ

。
今

年
は
。
全
国
各
地
か
ら
三
で
五
百
六

十
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

羽
拱
実
佳
子
さ
ん
は
、
「
小
さ
な

画
家
の
家
」｛
石
原
見
雲
主
宰
｝
で
、

遡
一
回
絵
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
作
品
は
、

家
族
で
ス
キ
ー
に
行
っ
た
時
の
楽
し

い
思
い
出
を
描

い
た
水
彩
画
で
す
。

柚別貫を受賞した羽槓鳶佳子さん

国
見
歌
謡
祭
で

自
慢
の
歌
声
を
披
露

凶
見
歌
謡
連
合
会
｛
俺
久
間
靖
明

会
長
｝
の
主
催
に
よ
る
岡
見
歌
謡
祭

が
、
七
月
卜
口
、
国
見
町
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
会
場
に
魴
れ
た
大
勢

の
歌
謡
フ
ァ
ン
は
。
次
々
に
披
露
さ

れ
る
七
卜
八
名
の
参
加
者
の
自
慢
の

歌
声
に
拍
手
を
送
り
、
ゲ
ス
ト
出
演

し
た
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
幡
千
恵
子

さ
ん
と
北
川
裕
二
さ
ん
の
ブ
ロ
の
歌

戸
を
た
ん
能
し
ま
し
た
。

歌
謡
祭
で
の
収
益
金
と
会
場
を
訪

れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー

募
金
な
ど
ニ
ト
五
万
七
千
三
十
六
円

か
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

次々に自慢の歌声 が披穴された歌譌聚

プ

ー
ル
サ
イ
ド
に
熱
い
声
援

～
小
学
校
水
泳
交
歓
会
～

国
見
町
小
学
校
水
泳
交
歓
会
か
、

七
月
一
．十
七
日
、
藤
田
小
学
校
プ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
．
町
内
四
皎
の
小
学

皎
六
年
生
か
、
水
泳
餓
技
を
通
じ
て

お
互
い
の
交
歓
を
深
め
る
と
と
も
に
、

自
己
の
記
録
の
更
新
を
目
指
し
ま
し

た
．当

日
は
絶
好
の
水
泳
日
和
に
忠
ま

れ
、
真
咀
一
に
日
焼
け
し
た
小
学
生
の

皆
さ
ん
は
、
全
員
が
参
加
す
る
ニ
ト

五
メ
ー
ト
ル
自
由
形
や
選
手
種
目
の

各
競
技
、
二
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に

持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
泳
ぎ

ま
し
た
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
熱

い
声
援
か

飛
び
女
い
、
参
加
者
は
小
学
校
時
代

最
後
の
夏
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

記鈕 の更新 を目捐しプールCこ鯖ぴ込 む児童

編集
日記

知らない土地で観切にしてもらったことは、禀睛らしい思い出とし

て残り、その土地のイメージア 、プにもりながります．

国見町に転入してきた人や岡見町を勧れる人に．親切に接すること

かできるようFI 心々掛けたいものです．　　　　　　　 （Ｓ）
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